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６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

D D D D D D D D D D D D D D D D D D C D D D D D D D D D D D
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県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

ベッド上
じょう

で過
す

ごす際
さい

、職員
しょくいん

が離
はな

れ

ると、うつ伏
ぶ

せの姿勢
しせい

となり、導
どう

尿
にょう

カテーテルが閉塞
へいそく

することが

あった。適切
てきせつ

な排泄
はいせつ

管理
かんり

ができ

ず、尿
にょう

路
ろ

感染症
かんせんしょう

等
など

、体調
たいちょう

に影響
えいきょう

す

る可能
かのう

性
せい

がある。抑制帯
よくせいたい

の使用
しよう

を

就寝時
しゅうしんじ

に限定
げんてい

し、日中
にっちゅう

、車
くるま

椅子
いす

で

過
す

ごす時間
じかん

を増
ふ

やして、対応
たいおう

す

る。

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

ベッドでの就寝中
しゅうしんちゅう

に、うつ伏
ぶ

せの姿勢
しせい

となり、導
どう

尿
にょう

カテーテルが折
お

れ曲
ま

がり、閉塞
へいそく

しているのを確
かく

認
にん

する。適切
てきせつ

な排泄
はいせつ

ができないことで、健康
けんこう

面
めん

や

衛
えい

生
せい

保持
ほじ

に影響
えいきょう

する可能性
かのうせい

がある。日中
にっちゅう

、できる

だけ車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごす時間
じかん

を持
も

ち、最小限
さいしょうげん

の使用
しよう

に

努
つと

める。

ベッドで過
す

ごす際
さい

、「うつぶせに

なる」「両足
りょうあし

を上
あ

げて身体
からだ

をバウ

ンドさせる」「壁
かべ

を蹴
け

る」といっ

た行動
こうどう

がある。ベッドからの転落
てんらく

により、骨折
こっせつ

やカテーテル抜管
ばっかん

な

ど、大
おお

きな怪我
けが

につながる可能性
かのうせい

が高
たか

い。日中
にっちゅう

は、車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごす

対応
たいおう

を継続
けいぞく

している。

ベッドで過
す

ごす際
さい

、自
みずか

ら、頭部
とうぶ

と

足
あし

の位置
いち

が入
い

れ替
か

わるように反転
はんてん

する動
うご

きがある。導尿
どうにょう

カテーテル

が引
ひ

っ張
ぱ

られたり、折
お

れ曲
ま

がるこ

とで、カテーテルの閉塞
へいそく

や抜管
ばっかん

に

つながる可能性
かのうせい

が高
たか

い。適正
てきせい

な排
はい

泄
せつ

管理
かんり

のため、抑制
よくせい

帯
たい

の使用
しよう

は、

ベッド使用
しよう

時
じ

に限定
げんてい

し、日中
にっちゅう

は、

車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごしている。

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

：

　拘束
こうそく

時間
じかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分以上
ぷんいじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間以上
じかんいじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間以上
じかんいじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

やむを得
え

ず、車
くるま

いすやベッドに拘束
こうそく

帯
たい

等
とう

で拘束
こうそく

する

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

４年
ねん

11月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

2

食欲
しょくよく

不振
ふしん

が改善
かいぜん

せず、体調
たいちょう

が不安定
ふあんてい

。活気
かっき

のある

時
とき

は、車
くるま

いすに乗車
じょうしゃ

し、職員
しょくいん

とともに過
す

ごした。

状況
じょうきょう

により、ベッドで休
やす

んでもらう等
など

の対応
たいおう

をす

ることで、この期間
きかん

は、ベルトを使用
しよう

しなかっ

た。

食欲
しょくよく

不振
ふしん

だが、活動性
かつどうせい

が高
たか

く、体
からだ

調不良
ちょうふりょう

時
じ

でも、横
よこ

になって過
す

ごす

ことができない。突然
とつぜん

の立
た

ち上
あ

が

りと、頻回
ひんかい

な脱力
だつりょく

発作
ほっさ

が見
み

られる

ので、11/9・10・11・12は、リク

ライニングチェアベルトを使用
しよう

し

た。

食欲
しょくよく

不振
ふしん

が続
つづ

き、体調
たいちょう

不安定
ふあんてい

だっ

たところ、11/17は、頻回
ひんかい

に発作
ほっさ

が

あり、ダイアップを使用
しよう

した。そ

の後
ご

、活動性
かつどうせい

が戻
もど

り、激
はげ

しい動
うご

き

がみられるようになる。そのた

め、11/19に15分間
ふんかん

、ベルトを使用
しよう

した。

10/28、精神科
せいしんか

薬
やく

を元
たか

に戻
もど

したとこ

ろ、体調
たいちょう

は落
お

ち着
つ

いていたが、

徐々
じょじょ

に脱力
だつりょく

発作
ほっさ

、食欲
しょくよく

不振
ふしん

が見
み

ら

ようになる。活動性
かつどうせい

は低
ひく

く、様子
ようす

を見
み

て、ベッドで休
やす

んでもらう等
など

の対応
たいおう

をしたので、ベルトを使用
しよう

しなかった。

取組
とりくみ

状況
じょうきょう
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21日
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22日
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23日
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24日
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25日
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26日
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27日
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28日
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この期間
きかん

は拘束帯
こうそくたい

は使用
しよう

しなかった。

1人
にん

夜勤
やきん

でも、ベルトをせずに就床
しゅうしょう

する取
と

り組
く

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

は、就床後
しゅうしょうご

、入眠
にゅうみん

まで時間
じかん

がかからず、夜間
やかん

も良眠
りょうみん

できたの

で、ベルトは使用
しよう

しなかった。

1人
にん

夜勤
やきん

でも、ベルトをせずに就床
しゅうしょう

する取
と

り組
く

みを

実施
じっし

している。この期間
きかん

は、就床
しゅうしょう

後
ご

、入眠
にゅうみん

まで時
じか

間
ん

がかからず、夜間
やかん

も良眠
りょうみん

できたので、ベルトは

使用
しよう

しなかった。

日中
にっちゅう

は、ベルトを外
はず

し、職員
しょくいん

が見
みま

守
も

りながら過
す

ごしている。日
ひ

に

よっては、2・3時間
じかん

、ベルトを外
はず

して過
す

ごせる日
ひ

がある。しかし、

歩
ある

き始
はじ

めるとふらつくので、長時
ちょうじか

間
ん

は外
はず

せていない。

必要
ひつよう

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、車椅子のベル

トは、使用
しよう

していない。

毎日
まいにち

、車
くるま

椅子
いす

から下
お

りて、歩行
ほこう

訓
くん

練
れん

を行
おこな

っている。日中
にっちゅう

は、ベルト

を外
はず

し、職員
しょくいん

が見守
みまも

りながら過
す

ご

している。日
ひ

によっては、2・3時
じか

間
ん

、ベルトを外
はず

して過
す

ごせる日
ひ

が

ある。しかし、歩
ある

き始
はじ

めるとふら

つくので、長時間
ちょうじかん

は外
はず

せていな

い。

日中
にっちゅう

は、ベルトを外
はず

し、職員
しょくいん

が見
み

守
まも

りながら過
す

ご

している。日
ひ

によっては、2・3時間
じかん

ベルトを外
はず

し

て過
す

ごせる日
ひ

がある。しかし、歩
ある

き始
はじ

めるとふら

つくので、長
ちょう

時間
じかん

は外
はず

せていない。

必要
ひつよう

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、車椅子のベルトは、使用
しよう

して

いない。

必要
ひつよう

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、車椅子のベル

トは、使用
しよう

していない。

日中
にっちゅう

は、ベルトを外
はず

し、職員
しょくいん

が見
みま

守
も

り、過
す

ごしているが、歩
ある

き始
はじ

め

ると、ふらつくので、長時間
ちょうじかん

、ベ

ルトを外
はず

せていない。

5

3

この期間
きかん

は拘束
こうそく

帯
たい

は使用
しよう

していな

い。

1人
にん

夜勤
やきん

でも、ベルトをせずに就床
しゅうしょう

する取
と

り組
く

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

は、就床後
しゅうしょうご

、入眠
にゅうみん

まで時間
じかん

がかからず、夜間
やかん

も良眠
りょうみん

できたの

で、ベルトは使用
しよう

していない。

この期間
きかん

は拘束
こうそく

帯
たい

は使用
しよう

しなかっ

た。

1人
にん

夜勤
やきん

でも、ベルトをせずに就床
しゅうしょう

する取
と

り組
く

みを実施
じっし

している。こ

の期
き

間
かん

は、就床後
しゅうしょうご

、入眠
にゅうみん

まで時間
じかん

がかからず、夜間
やかん

も良眠
りょうみん

できたの

で、ベルトは使用
しよう

しなかった。

この期間
きかん

は拘束
こうそく

帯
たい

は使用
しよう

しなかっ

た。

必要
ひつよう

な場合
ばあい

を除
のぞ

き、車椅子のベル

トは、使用
しよう

していない。

4

取組状況
とりくみじょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

6



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

B

拘束
こうそく

時間
じかん

A B

車
くるま

椅子
いす

抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

マニュアルに基
もと

づき、安全
あんぜん

に留
りゅ

意
うい

して、抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

に取
と

り組
く

んでいる。それによ

り、朝食
ちょうしょく

時
じ

・夕食時
ゆうしょくじ

の抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

の時間
じかん

が、増
ふ

え

ている。

車
くるま

椅子
いす

抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

マニュアルに基
もと

づき、安全
あんぜん

に留意
りゅうい

して、抑制
よくせい

帯
たい

解
かい

除
じょ

に取
と

り組
く

んでいる。それによ

り、朝食
ちょうしょく

時
じ

・夕食時
ゆうしょくじ

の抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

の時
じ

間
かん

が、増
ふ

えている。

車
くるま

椅子
いす

抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

マニュアルに基
もと

づき、安全
あんぜん

に留意
りゅうい

して、抑制
よくせい

帯
たい

解
かい

除
じょ

に取
と

り組
く

んでいる。それによ

り、朝食
ちょうしょく

時
じ

・夕食時
ゆうしょくじ

の抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

の時
じ

間
かん

が、増
ふ

えている。

8

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

7

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

入院
にゅういん

中
ちゅう

だった。

車
くるま

椅子
いす

抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

マニュアルに基
もと

づき、安全
あんぜん

に留意
りゅうい

して、抑制
よくせい

帯
たい

解
かい

除
じょ

に取
と

り組
く

んでいる。それによ

り、朝食
ちょうしょく

時
じ

・夕食時
ゆうしょくじ

の抑制
よくせい

帯
たい

解除
かいじょ

の時
じ

間
かん

が、増
ふ

えている。

入院中
にゅういんちゅう

だった。

入院中
にゅういんちゅう

だった。

21日
にち

に退院
たいいん

となった。

車
くるま

いす乗車
じょうしゃ

中
ちゅう

の危険
きけん

な動
うご

きが無
な

い

ので、ベルトは使用
しよう

していない。

24日
か

は、車
くるま

いすでの姿勢
しせい

が不安定
ふあんてい

だったので、

11:20～11:30に、ベルトを使用
しよう

した。

30日
にち

は、職員が場を離れるため 、13:30～14:10

に、ベルトを着用
ちゃくよう

した。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D

拘束
こうそく

時間
じかん

D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

ミトンを外
はず

した際
さい

に、ズボンの中
なか

に手
て

を入
い

れ、皮膚
ひふ

を激
はげ

しく掻
か

き、

出血
しゅっけつ

することが、度々
たびたび

見
み

られ、傷
きず

の治
なお

りが悪
わる

い。手指
しゅし

を使
つか

った活動
かつどう

を取
と

り入
い

れ、自傷
じしょう

への意識
いしき

を軽減
けいげん

しながら、解除
かいじょ

時間
じかん

の拡大
かくだい

に取
と

り

組
く

む。

2

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

右手
みぎて

親指
おやゆび

を噛
か

んだり、右
みぎ

上
じょう

腕
わん

・手
てく

首
び

周辺
しゅうへん

を掻
か

き壊
こわ

すことでの受傷
じゅしょう

が

続
つづ

いている。傷
きず

の保護
ほご

を優先
ゆうせん

し

て、処置
しょち

を継続
けいぞく

中
ちゅう

である。職
しょく

員
いん

の

見守
みまも

りを行
おこな

いながら、短
たん

時
じ

間
かん

での

解除
かいじょ

に取
と

り組
く

む。

ミトンを外
はず

している時間
じかん

、右手
みぎて

親指
おやゆび

を噛
か

むことが

見
み

られた。再度
さいど

、傷
きず

にならないように配慮
はいりょ

してい

る。職員
しょくいん

が見守
みまも

りを行
おこな

いながら、解除
かいじょ

の取
と

り組
く

み

を行
おこな

う。

職員
しょくいん

が見守
みまも

りのうえ、ミトン解除
かいじょ

に取
と

り組
く

む。「本人
ほんにん

が好
す

きなマニ

キュアの使用
しよう

」「車椅子
くるまいす

での散
さん

歩
ぽ

」など、気分
きぶん

転換
てんかん

を行
おこな

うこと

で、自傷
じしょう

の軽減
けいげん

を図
はか

る。

右手
みぎて

親指
おやゆび

・左
ひだり

手首
てくび

の掻
か

き傷
きず

の経
けい

過
か

は安定
あんてい

し、「患部
かんぶ

の処置
しょち

」「ガー

ゼ保護
ほご

」が終了
しゅうりょう

となる。傷
きず

の再発
さいはつ

に配慮
はいりょ

しながら、解除
かいじょ

の取
と

り組
くみ

み

を継続
けいぞく

する。

「おやつや飲
の

み物
もの

を自分
じぶん

で摂
と

る」「入浴
にゅうよく

時
じ

、職員
しょくいん

と一緒
いっしょ

に洗髪
せんぱつ

する」等
など

の動作
どうさ

を行
おこな

うことで、意識
いしき

して手指
しゅし

を使
つか

う場面
ばめん

を作
つく

る。短時間
たんじかん

での解除
かいじょ

を重
かさ

ねながら、ミトン使用
しよう

の軽減
けいげん

を図
はか

る。

ミトンを使用
しよう

していない時
とき

に、目
め

や陰部
いんぶ

を掻
か

き壊
こわ

す様子
ようす

が続
つづ

く。お

やつや入浴
にゅうよく

場面
ばめん

など、手指
しゅし

を使
つか

っ

た活動
かつどう

を行
おこな

うことで、自傷
じしょう

に至
いた

ら

ずに過
す

ごしている。意識
いしき

的
てき

な活動
かつどう

場面
ばめん

を増
ふ

やしながら、解除
かいじょ

時間
じかん

の

拡大
かくだい

に取
と

り組
く

む。

ミトンを外
はず

した際
さい

に、陰部
いんぶ

を掻
か

き

壊
こわ

し、出血
しゅっけつ

することがあった。受
じゅ

傷
しょう

が続
つづ

くことで、潰瘍
かいよう

化
か

する可能
かのう

性
せい

がある。手指
しゅし

を使
つか

うなど、意識
いしき

的
てき

な活動
かつどう

を通
とお

して、自傷
じしょう

の軽減
けいげん

に

取
と

り組
く

む。

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず、手指
しゅし

の機能
きのう

を制限
せいげん

するためにミトン型
がた

の手袋
てぶくろ

を付
つ

ける

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

４年
ねん

11月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

A C C C A C C C C D C C C C C C C C C C C C D C C

3

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

共有
きょうゆう

スペースで過
す

ごす際
さい

、他
た

利
り

用
よう

者
しゃ

との距離
きょり

に配慮
はいりょ

して、見
み

守
まも

りを

行
おこな

っている。度々
たびたび

、他者
たしゃ

への掴
つか

み

かかりや、指
ゆび

を捻
ひね

る行為
こうい

は見
み

られ

るが、掴
つか

みかかりの際
さい

の声
こえ

掛
か

けに

ついて「止
や

めて」「離
はな

して」と

いった制止
せいし

につながるような言葉
ことば

は使用
しよう

せず、「優
やさ

しくして下
くだ

さ

い」に統一
とういつ

することで、興奮
こうふん

に至
いた

らず過
す

ごすことが、増
ふ

えている。

日中
にっちゅう

、本人
ほんにん

が好
この

む散歩や、音
おん

楽
がく

を

聴
き

くなどの個別
こべつ

活動
かつどう

を通
とお

して、情
じょ

緒
うちょ

の安定
あんてい

を図
はか

る。共有
きょうゆう

スペースで

過
す

ごす際
さい

は、他者
たしゃ

との距離
きょり

に配慮
はいりょ

して、職員
しょくいんみ

が見守
んま

りを行
おこな

うこと

で、本人
ほんにん

も興奮
こうふん

に至
いた

らず、ミトン

を使用
しよう

しないで過
す

ごす時間
じかん

が、増
ふ

えてきている。

ミトンを使用
しよう

しないで過
す

ごす時
じ

間
かん

が増
ふ

えているが、日
ひ

によって、首
くび

元
もと

の古傷
ふるきず

を擦
こす

り続
つづ

けて出血
しゅっけつ

するこ

とがあり、傷口
きずぐち

の悪化
あっか

が想
そう

定
てい

され

る。本人
ほんにん

の好
す

きな音楽
おんがく

をかけた

り、否定
ひてい

しない声
こえ

かけを行
おこな

い、情
じょ

緒
うちょ

的
てき

な安定
あんてい

を図
はか

りながら、ミトン

解除
かいじょ

に取
と

り組
く

む。

音楽
おんがく

や散歩
さんぽ

など、個別
こべつ

に活動
かつどう

を提供
ていきょう

し、情緒
じょうちょ

面
めん

で

の安定
あんてい

を図
はか

りながら、ミトン解除
かいじょ

に取
と

り組
く

んでい

る。夕方
ゆうがた

、夕食
ゆうしょく

前
まえ

の時間帯
じかんたい

は、不穏
ふおん

になりやすい

傾向
けいこう

が見
み

られるが、日中
にっちゅう

は、殆
ほとん

どミトンを使用
しよう

せ

ずに、過
す

ごしている。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず、行動
こうどう

を制限
せいげん

するために介護
かいご

衣
い

（つなぎ服
ふく

）を着
き

せる

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

４年
ねん

11月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

この期間
きかん

、つなぎ服
ふく

を着衣
ちゃくい

するこ

とは、無
な

かった。日中
にっちゅう

は、普通
ふつう

の

服
ふく

を着
き

て過
す

ごしている。

この期間
きかん

、つなぎ服
ふく

を着衣
ちゃくい

するこ

とは、無
な

かった。日中
にっちゅう

は、普通
ふつう

の

服
ふく

を着
き

て過
す

ごしている。

この期間
きかん

、つなぎ服
ふく

を着
ちゃく

衣
い

するこ

とは、無
な

かった。日中
にっちゅう

は、普通
ふつう

の

服
ふく

を着
き

て過
す

ごしている。

この期間
きかん

、つなぎ服
ふく

を着衣
ちゃくい

することは、無
な

かっ

た。日中
にっちゅう

は、普通
ふつう

の服
ふく

を着
き

て過
す

ごしている。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

A A A A A

拘束
こうそく

時間
じかん

A

拘束
こうそく

時間
じかん

A A A A A A A A A A A A A A A

職員
しょくいん

への粗暴
そぼう

がおさまらず、対応
たいおう

者
しゃ

を替
か

えてやりとりしても、粗暴
そぼう

がおさまらないので、ホールディ

ングを実施
じっし

した。

実施
じっし

頻度
ひんど

は、変化
へんか

がないように見
み

られるが、相互
そうご

理解
りかい

する関
かか

わり方
かた

として、言葉
ことば

のやり取
と

りをするこ

とで、粗暴
そぼう

に至
いた

らず、完結
かんけつ

するこ

とも増
ふ

えている。

この期間中
きかんちゅう

、ホールディングは実施
じっし

していない。

「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対応者
たいおうしゃ

を替
か

えて、切
き

り替
か

えを

図
はか

る」などにより、不安定
ふあんてい

時
じ

でも、拘束
こうそく

に至
いた

るよ

うな状況
じょうきょう

にはならなかった。

園内
えんない

自
じ

販
はん

機
き

で購入
こうにゅう

する際
さい

、付
つ

き添
そ

いの職員
しょくいん

以外
いがい

に、複数
ふくすう

の職員
しょくいん

が様
よう

子
す

を見
み

に来
き

たことで気分
きぶん

が高揚
こうよう

し

た。また、見
み

える所
ところ

で車
くるま

の往来
おうらい

が

あり、それらによって、不
ふ

安定
あんてい

と

なり、本人
ほんにん

の身体
からだ

の安全
あんぜん

のため

に、ホールディングを実施
じっし

した。

職員
しょくいん

への粗暴
そぼう

がおさまらず、対応
たいおう

者
しゃ

を替
か

えてやり

とりしても、粗暴
そぼう

がおさまらないので、ホール

ディングを実施
じっし

した。

実施
じっし

頻度
ひんど

は、変化
へんか

がないように見
み

られるが、相互
そうご

理解
りかい

する関
かか

わり方
かた

として、言葉
ことば

のやり取
と

りをする

ことで、粗暴
そぼう

に至
いた

らず、完結
かんけつ

することも増
ふ

えてい

る。

職員
しょくいん

への粗暴
そぼう

がおさまらず、対応
たいおう

者
しゃ

を替
か

えてやりとりしても、粗暴
そぼう

がおさまらないので、ホールディ

ングを実施
じっし

した。

実施
じっし

頻度
ひんど

は、変化
へんか

がないように見
み

られるが、相互
そうご

理解
りかい

する関
かか

わり方
かた

として、言葉
ことば

のやり取
と

りをするこ

とで、粗暴
そぼう

に至
いた

らず、完結
かんけつ

するこ

とも増
ふ

えている。

この期間中
きかんちゅう

、ホールディングは実
じっ

施
し

していない。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」

「対応者
たいおうしゃ

を替
か

えて、切
き

り替
か

えを図
はか

る」などにより、不安定時
ふあんていじ

でも、

拘束
こうそく

に至
いた

るような状況
じょうきょう

にはならな

かった。

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず、支援者
しえんしゃ

が自分
じぶん

の体
からだ

で利用者
りようしゃ

を押
お

さえて行動
こうどう

を制限
せいげん

する

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

４年
ねん

11月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

夜間
やかん

、他
た

利用者
りようしゃ

居室
きょしつ

に入
はい

り込
こ

もう

としたので、他
た

利用者
りようしゃ

と本人
ほんにん

の身
から

体
だ

の安全
あんぜん

を守
まも

るために、短
たん

時間
じかん

、

実施
じっし

した。

試行
しこう

として、新しいグッズをリビ

ングに設置
せっち

しているが、グッズ

（雑誌等
ざっしなど

）の破壊
はかい

が止
と

まらなく

なったので、ホールディングを実
じっ

施
し

した。

夜間
やかん

、他
た

利用者
りようしゃ

の居室
きょしつ

に入
はい

り込
こ

もうとしたので、

他
た

利用者
りようしゃ

と本人
ほんにん

の身体
からだ

の安全
あんぜん

を守
まも

るために、短
たん

時
じか

間
ん

、ホールディングを実施
じっし

した。

夜間
やかん

、他
た

利用者
りようしゃ

の居室
きょしつ

に入
はい

り込
こ

も

うとしたので、他
た

利用者
りようしゃ

と本人
ほんにん

の

身体
からだ

の安全
あんぜん

を守
まも

るために、短
たん

時
じか

間
ん

、実施
じっし

した。

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

職員
しょくいん

への粗暴
そぼう

がおさまらず、対応
たいおう

者
しゃ

を替
か

えてやりとりしても、粗暴
そぼう

がおさまらないので、ホールディ

ングを実施
じっし

した。

実施
じっし

頻度
ひんど

は、変化
へんか

がないように見
み

られるが、相互
そうご

理解
りかい

する関
かか

わり方
かた

として、言葉
ことば

のやり取
と

りをするこ

とで、粗暴
そぼう

に至
いた

らず、完結
かんけつ

するこ

とも増
ふ

えている。

この期間
きかん

中
ちゅう

、ホールディングは実
じっ

施
し

しなかった。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」

「対応者
たいおうしゃ

を替
か

えて切
き

り替
か

えを図
はか

る」などにより、不安定
ふあんてい

時
じ

でも、

拘束
こうそく

に至
いた

るような状況
じょうきょう

にはならな

かった。

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

2

3

取組
とりくみ

状況
じょうきょう



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん
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この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

しなかった。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

 中
ちゅう

 してい

る。

ホールディングは、実施
じっし

していな

い。「不
ふ

調
ちょう

の前兆
ぜんちょう

を見極
みきわ

めての関
かか

わり」や「楽
たの

しめる余暇
よか

」を模索
もさく

しながら、情緒
じょうちょ

の安定
あんてい

を目指
めざ

す取
と

り組
く

みを継続中
けいぞくちゅう

である。

この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

しなかった。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

 中
ちゅう

 してい

る。

この期間
きかん

のホールディングは、実
じっ

施
し

しなかった。不安定
ふあんてい

時
じ

には、

「居室
きょしつ

へ移動
いどう

するといった場面
ばめん

の

切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

すると

いった気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

り、

身体
しんたい

拘束
こうそく

に至
いた

らないよう、配慮
はいりょ

し

た支援
しえん

を行
おこな

っている。

ホールディングは、実施
じっし

 しなかっ

た。「不
ふ

調
ちょう

の前兆
ぜんちょう

を見極
みきわ

めての関
かか

わり」や「楽
たの

しめる余暇
よか

」を模索
もさく

しながら、情緒
じょうちょ

の安定
あんてい

を目指
めざ

す取
と

り組
く

みを継続
けいぞく

中
ちゅう

である。

ホールディングは、実施
じっし

しなかった。「不
ふ

調
ちょう

の前
ぜん

兆
ちょう

を見極
みきわ

めての関
かか

わり」や「楽
たの

しめる余
よ

暇
か

」を模
もさ

索
く

しながら、情緒
じょうちょ

の安定
あんてい

を目指
めざ

す取
と

り組
く

みを継続
けいぞくちゅ

中
う

である。12月
がつ

の身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

検討
けんとう

会議
かいぎ

で、廃止
はいし

に向
む

けた検討
けんとう

をする予定
よてい

。

この期間
きかん

は、ホールディングは実施
じっし

していない。

「職員
しょくいん

とのコミュニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

と、

見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。
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と
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く
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である。
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この期間
きかん

のホールディングは、実
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施
し
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時
じ

には、
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いどう

するといった場面
ばめん

の

切
き
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か
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すると

いった気分
きぶん

の切
き
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か

え」を図
はか

り、
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拘束
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に至
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し
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っている。
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う、配慮
はいりょ
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しえん

を行
おこな
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施
し

していない。不安定
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には、
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の
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すると

いった気分
きぶん

の切
き
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え」を図
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り、

身体
しんたい
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こうそく

に至
いた

らないよう、配慮
はいりょ

し

た支援
しえん

を行
おこな

っている。
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この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

していない。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

。
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この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

しなかった。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

してい

る。

この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

していない。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

してい

る。

この期間
きかん

は、ホールディングは実施
じっし

しなかった。

「職員
しょくいん

とのコミュニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

と、

見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。

「ひらがなでのスケジュールを視覚的
しかくてき

に伝
つた

える方
ほう

法
ほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。この期間
きかん

、

ホールディングは実施
じっし

しなかった。

寮内
りょうない

の居室外
きょしつがい

で過
す

ごしていると、他
た

利用者
りようしゃ

への粗
そ

暴行為
ぼうこうため

につながることがある。そのため、マン

ツーマンでつけない時間帯
じかんたい

に居室
きょしつ

外
がい

にいる際
さい

は、

ホールディングのうえ、居室
きょしつ

に戻
もど

って頂
いただ

いた。他
たしゃ

者との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習得
しゅうとく

し、寮内
りょうない

居室外
きょしつがい

で過
す

ごす時間
じかん

を増
ふ

やせるよう、毎月
まいつき

のケースカンファ

レンスを実施
じっし

していく予定
よてい

。
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この期間
きかん

のホールディングは、実
じっ

施
し

しなかった。

寮内
りょうない

の居室外
きょしつがい

で過
す

ごしていると、

他
た

利用者
りようしゃ

への粗暴行為
そぼうこうい

につながる

ことがある。そのため、マンツー

マンでつけない時間帯
じかんたい

に居室
きょしつ

外
がい

に

いる際
さい

は、ホールディングのう

え、居室
きょしつ

に戻
もど

って頂
いただ

いた。他
た

者
しゃ

と

の良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

の習得
しゅうとく

を目指
めざ

し

ている。

「ひらがなでスケジュールを視
し

覚
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てき

に伝
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える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の整
せい

備
び

」など、身体拘束
しんたいこうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

、ホールディングは実施
じっし

 し

ていない。

「ひらがなでスケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整
せい

備
び

」など、身体拘束
しんたいこうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

、ホールディングは、実施
じっし

しなかった。

この期間
きかん

は、ホールディングは実
じっ

施
し

しなかった。「職員
しょくいん

とのコミュ

ニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の提供
ていきょう

と、見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

してい

る。

「ひらがなでスケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環
かん

境
きょう

の整
せい

備
び

」など、身体拘束
しんたいこうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。こ

の期間
きかん

、ホールディングは実施
じっし

 し

なかった。

寮内
りょうない

の居室
きょしつ

外
がい

で過
す

ごしていると、

他
た

利用者
りようしゃ

への粗暴
そぼう

行為
こうい

につながっ

ている。そのため、マンツーマン

でつけない時間
じかん

帯
たい

に居
きょ

室外
しつがい

にいる

際
さい

は、ホールディングのうえ、居
きょ

室
しつ

に戻
もど

って頂
いただ

いた。他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

の習得
しゅうとく

を目指
めざ

し、試行
しこう

中
ちゅう

である。
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落
お

ち着
つ

いて生活
せいかつ

している。ホールディングは行
おこな

っ

ていない。

落
お

ち着
つ

いて生活
せいかつ

しており、ホール

ディングは行
おこな

っていない。

落
お

ち着
つ

いて生活
せいかつ

している。ホール

ディングは行
おこな

っていない。
取組状況
とりくみじょうきょう 落

お

ち着
つ

いて生活
せいかつ

しており、ホール

ディングは行
おこな

っていない。
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この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

の対応
たいおう

は、し

ていない。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対
たい

応者
おうしゃ

を替
か

えて切
き

り替
か

えを図
はか

る」な

どにより、不安定時
ふあんていじ

に、施
せ

錠
じょう

に至
いた

るような状況
じょうきょう

とはならなかった。

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

しな

かった。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対応
たいおうしゃ

者を替
か

えて切
き

り替
か

えを図
はか

る」など

により、不
ふ

安定
あんてい

時
じ

に、居室
きょしつ

施錠
せじょう

に

至
いた

るような状況
じょうきょう

とはならなかっ

た。

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は 未
み

実施
じっし

しなかった。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対応者
たいおうしゃ

を替
か

えて切
き

り替
か

えを図
はか

る」な

どにより、不
ふ

安定
あんてい

時
じ

に、施錠
せじょう

に至
いた

るような状況
じょうきょう

と

はならなかった。

粗暴
そぼう

に至
いた

りそうな場面
ばめん

では、「言
こと

葉
ば

のやりとり」で、施錠
せじょう

対応
たいおう

に至
いた

らずに、不
ふ

安定
あんてい

が解消
かいしょう

されてい

た。この期間
きかん

の居室
きょしつ

施
せ

錠
じょう

は、未
み

実
じっ

施
し

だった。

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

はしていな

い。「職員
しょくいん

の関
かか

わり」「対応者
たいおうしゃ

を

替
か

えて切
き

り替
か

えを図
はか

る」などによ

り、不
ふ

安定
あんてい

時
じ

に、施錠
せじょう

に至
いた

るよう

な状況
じょうきょう

とはならなかった。

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

４年
ねん

11月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

2

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず、自分
じぶん

の意思
いし

で開
あ

けることができない居室
きょしつ

等
とう

に隔離
かくり

する

粗暴
そぼう

に至
いた

りそうな場面
ばめん

では、「言
こと

葉
ば

のやりとり」で、施錠
せじょう

対応
たいおう

に至
いた

る状況
じょうきょう

にはならず、不
ふ

安定
あんてい

が解消
かいしょう

されていた。この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未
み

実施
じっし

だった。

粗暴
そぼう

に至
いた

りそうな場面
ばめん

では、「言

葉のやりとり」で、施錠
せじょう

対応
たいおう

に至
いた

る状況
じょうきょう

にならず、不
ふ

安定
あんてい

が解消
かいしょう

さ

れていた。この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未
み

実施
じっし

だった。

粗暴
そぼう

に至
いた

りそうな場面
ばめん

では、「言葉
ことば

のやりとり」

で、施錠
せじょう

対応
たいおう

に至
いた

るような状況
じょうきょう

にならず、不
ふ

安定
あんてい

が解消
かいしょう

されていた。この期間
きかん

、居室
きょしつ

施
せ

錠
じょう

は、未
み

実
じっ

施
し

だった。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束
こうそく

時間
じかん

日中
にっちゅう

は、リビングで過
す

ごしても

らっている。夜間
やかん

以外
いがい

は、施錠
せじょう

対
たい

応
おう

しないことを継続
けいぞく

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

により、１回
かい

の拘束
こうそく

時
じ

間
かん

は、以前
いぜん

と変化
へんか

は無
な

いが、１日
にち

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、激減
げきげん

している。夜
やか

間
ん

の対応
たいおう

については、検討中
けんとうちゅう

。

日中
にっちゅう

は、リビングで過
す

ごしても

らっている。夜間
やかん

以外
いがい

は、施錠
せじょう

対
たい

応
おう

しないことを継続
けいぞく

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

により、１回
かい

の拘束
こうそく

時
じか

間
ん

は、以前
いぜん

と変化
へんか

は無
な

いが、１日
にち

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、激減
げきげん

している。夜
やか

間
ん

の対応
たいおう

については、検
けん

討中
とうちゅう

。

この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未
み

実施
じっし

だった。不
ふ

安定
あんてい

時
じ

には、「居室
きょしつ

へ

移動
いどう

するといった場面
ばめん

の切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

するといった

気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

ることで、

身体
しんたい

拘束
こうそく

につながらない支援
しえん

を

行
おこな

っている。

この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未
み

実施
じっし

だった。不
ふ

安定
あんてい

時
じ

には、「居室
きょしつ

へ

移動
いどう

するといった場面
ばめん

の切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

するといった

気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

ることで、

身体
しんたい

拘束
こうそく

につながらない支援
しえん

を

行
おこな

っている。

この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未
み

実施
じっし

だった。不
ふ

安定
あんてい

時
じ

には、「居室
きょしつ

へ移動
いどう

するといった場面
ばめん

の切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

するといった気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

ることで、身体
しんたい

拘束
こうそく

につながらない支援
しえん

を行
おこな

っている。

日中
にっちゅう

は、リビングで過
す

ごしても

らっている。夜間
やかん

以外
いがい

は、施錠
せじょう

対
たい

応
おう

しないことを継続
けいぞく

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

により、１回
かい

の拘束
こうそく

時
じか

間
ん

は、以前
いぜん

と変化
へんか

は無
な

いが、１日
にち

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、激減
げきげん

している。夜
やか

間
ん

の対応
たいおう

については、検
けん

討
とう

中
ちゅう

。

日中
にっちゅう

は、リビングで過
す

ごしてもらっている。夜
や

間
かん

以外
いがい

は、施錠
せじょう

対応
たいおう

しないことを継続
けいぞく

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

により、１回
かい

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、以前
いぜん

と変
へん

化
か

は無
な

いが、１日
にち

の拘束
こうそく

時間
じかん

は、激減
げきげん

している。

夜間
やかん

の対応
たいおう

については、検討
けんとう

中
ちゅう

。

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

4

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

3

この期間
きかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

は、未実施
みじっし

だった。不安定
ふあんてい

時
じ

には、「居室
きょしつ

へ

移動
いどう

するといった場面
ばめん

の切
き

り替
か

え」や「音楽
おんがく

を提供
ていきょう

するといった

気分
きぶん

の切
き

り替
か

え」を図
はか

ることで、

身体
しんたい

拘束
こうそく

につながらない支援
しえん

を

行
おこな

っている。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

A

拘束
こうそく

時間
じかん

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

しなかった。「職員
しょくいん

と

のコミュニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提
てい

供
きょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

と、見通
みとお

し

が持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

6

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

しな

かった。「職
しょく

員
いん

とのコミュニケー

ション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提
てい

供
きょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

提供
ていきょう

と、見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

しな

かった。「職
しょく

員
いん

とのコミュニケー

ション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提
てい

供
きょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

提供
ていきょう

と、見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

してい

ない。「職
しょく

員
いん

とのコミュニケー

ション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提
てい

供
きょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

提供
ていきょう

と、見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

5

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

この期間
きかん

、居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

しな

かった。「職員
しょくいん

とのコミュニケー

ション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提
てい

供
きょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

提供
ていきょう

と、見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

6日
にち

は、職員
しょくいん

への粗暴
そぼう

行為
こうい

・つかみ

かかりが激
はげ

しかった。切
き

り替
か

えを

図
はか

るために、短
たん

時間
じかん

の居室
きょしつ

施錠
せじょう

を

実施
じっし

した。「職員
しょくいん

とのコミュニ

ケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の

提供
ていきょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

と、見
み

通
とお

しが持
も

てる支援
しえん

を

行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘
こう

束
そく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

。

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

してい

ない。「職員
しょくいん

とのコミュニケー

ション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提
てい

供
きょう

」など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

提供
ていきょう

と、見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

してない。「職員
しょくいん

との

コミュニケーション」「落
お

ち着
つ

いた環境
かんきょう

の提供
ていきょう

」

など、安心
あんしん

できる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の提供
ていきょう

と、見通
みとお

しが持
も

てる支援
しえん

を行
おこな

うことで、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

C C C C C C B C C C C C B C C C C

拘束
こうそく

時間
じかん

A A A A A A A A A A

25日
にち

・27日
にち

・30日
にち

は、取組
とりく

みにより落
お

ち着
つ

いてお

り、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

しなかった。「現物
げんぶつ

提示
ていじ

によ

る伝
つた

え方
かた

」「余暇
よか

支援
しえん

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

「ひらがなで、スケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

整備
せいび

」など、身体拘束廃止
しんたいこうそくはいし

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。

他
ほか

の利用者
りようしゃ

に対
たい

する粗暴
そぼう

があり、

また、本人
ほんにん

が施錠
せじょう

してほしいと訴
うった

えることがある。その際
さい

は、施錠
せじょう

できないことを伝
つた

え、なるべく施
せ

錠
じょう

しないようにしている。18日
にち

・

21日
にち

は、取組
とりく

みにより落
お

ち着
つ

いて

おり、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

しなかっ

た。

8

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりく

みによって落
お

ち着
つ

いており、

居室施錠
きょしつせじょう

は4日
にち

のみ実施
じっし

した。「現
げん

物
ぶつ

提示
ていじ

による伝
つた

え方
かた

」「余
よ

暇
か

支
しえ

援
ん

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施中
じっしちゅう

である。

取組
とりく

みにより落
お

ち着
つ

いており、居
きょ

室
しつ

施錠
せじょう

は13日
にち

のみ実施
じっし

した。「現
げん

物
ぶつ

提示
ていじ

による伝
つた

え方
かた

」「余暇
よか

支
しえ

援
ん

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃止
はいし

・軽減
けいげん

に

向
む

けた取組
とりく

みを実施中
じっしちゅう

である。

「ひらがなで、スケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

整備
せいび

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。

他
ほか

の利用者
りようしゃ

に対
たい

する粗暴
そぼう

があり、

また、本人
ほんにん

が施錠
せじょう

してほしいと訴
うった

えることがある。その際
さい

は、施錠
せじょう

できないことを伝
つた

え、なるべく施
せ

錠
じょう

しないようにしている。3日
にち

は取
とり

組
く

みにより落
お

ち着
つ

いており、居室
きょしつせ

施錠
じょう

は実施
じっし

しなかった。

7

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりく

みにより落
お

ち着
つ

いており、居
きょ

室施錠
しつせじょう

は、17日
にち

・20日
にち

のみ実
じっ

施
し

し

た。「現物
げんぶつ

提示
ていじ

による伝
つた

え方
かた

」

「余暇
よか

支援
しえん

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

中
ちゅう

である。

「ひらがなで、スケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方法
ほうほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

整備
せいび

」など、身体
しんたい

拘束
こうそく

廃
はい

止
し

・軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。

他
ほか

の利用者
りようしゃ

に対
たい

する粗暴
そぼう

があり、

また、本人
ほんにん

が施錠
せじょう

してほしいと訴
うった

えることがある。その際
さい

は、施錠
せじょう

できないことを伝
つた

え、なるべく施
せ

錠
じょう

しないようにしている。取組
とりく

み

により落
お

ち着
つ

いており、居室施錠
きょしつせじょう

は、9日
にち

のみ実施
じっし

した。

「ひらがなで、スケジュールを視
し

覚
かく

的
てき

に伝
つた

える方
ほう

法
ほう

」「生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

」など、身体拘束廃止
しんたいこうそくはいし

・軽
けい

減
げん

に向
む

けた取組
とりく

みを実施
じっし

している。他
ほか

の利用者
りようしゃ

に

対する粗暴
そぼう

があり、また、本人
ほんにん

が施錠
せじょう

してほしい

と訴
うった

えることがある。その際
さい

は、施錠
せじょう

できないこ

とを伝
つた

え、なるべく施錠
せじょう

しないようにしている。

27日
にち

・28日
にち

・29日
にち

・30日
にち

は、取組
とりく

みによって落
お

ち

着
つ

いており、居室
きょしつ

施錠
せじょう

は実施
じっし

していない。



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

C C C C C C C D C C B C C B C C C C C C C C C C C C C C C C

拘束
こうそく

時間
じかん

A B

拘束
こうそく

時間
じかん

E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E

日中
にっちゅう

開錠
かいじょう

時
じ

、他
ほか

の利用者
りようしゃ

に向
む

かって行
い

く事
こと

があ

る。自立
じりつ

課題
かだい

は、職員
しょくいん

が見守
みまも

り対応
たいおう

の上
うえ

、開錠
かいじょう

し

た居室
きょしつ

で取
と

り組
く

んでいる。食事
しょくじ

中
ちゅう

は、開錠
かいじょう

してい

る。

日中
にっちゅう

開錠
かいじょう

時
じ

、他
ほか

の利用者
りようしゃ

に向
む

かっ

て行
い

く事
こと

がある。自立
じりつ

課題
かだい

は、職
しょ

員
くいん

が見守
みまも

り対応
たいおう

の上
うえ

、開錠
かいじょう

した居
きょ

室
しつ

で取
と

り組
く

んでいる。食事
しょくじ

中
ちゅう

は、

開錠
かいじょう

している。

昼食
ちゅうしょく

を含
ふく

めて、活動時間
かつどうじかん

は、活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、帰
きりょ

寮
う

しない取組
とりく

みを継続中
けいぞくちゅう

。また、他利用者
たりようしゃ

と同室
どうしつ

で活動
かつどう

することで、他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習
しゅ

得
うとく

出来
でき

るよう、寮内居室外
りょうないきょしつがい

で過
す

ごす時間
じかん

を増
ふ

や

し、毎月
まいつき

、ケースカンファレンスを実施
じっし

していく

予定
よてい

である。

イレギュラーな日課
にっか

等
など

により、不調
ふちょう

になることが

あった。「経験
けいけん

を積
つ

む」「嫌
いや

な気持
きも

ちを共有
きょうゆう

す

る」「日常的
にちじょうてき

に職員
しょくいん

と関
かか

わる」等
など

によって、気持
きも

ちの安定
あんてい

を図
はか

る取組
とりく

みを、継続
けいぞく

していく。

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

してい

ない。

昼食
ちゅうしょく

を含
ふく

めて、活動時間
かつどうじかん

は、他
た

利
りよ

用者
うしゃ

と活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、帰寮
きりょう

しな

い取組
とりく

みを継続
けいぞく

中
ちゅう

である。他利用
たりようしゃ

者と同室
どうしつ

で活動
かつどう

することで、他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習得
しゅうとく

出来
でき

る

よう、寮内居室外
りょうないきょしつがい

で過
す

ごす時間
じかん

を

設
もう

けている。

日中
にっちゅう

開錠
かいじょう

時
じ

、他
ほか

の利用者
りようしゃ

に向
む

かっ

て行
い

く事
こと

がある。自立
じりつ

課題
かだい

は、職
しょく

員
いん

が見守
みまも

り対応
たいおう

の上
うえ

、開錠
かいじょう

した居
きょ

室
しつ

で取
と

り組
く

んでいる。食事
しょくじ

中
ちゅう

は、

開錠
かいじょう

している。

日中
にっちゅう

開錠
かいじょう

時
じ

、他
ほか

の利用者
りようしゃ

に向
む

かっ

て行
い

く事
こと

がある。自立
じりつ

課題
かだい

は、職
しょく

員
いん

が見守
みまも

り対応
たいおう

の上
うえ

、開錠
かいじょう

した居
きょ

室
しつ

で取
と

り組
く

んでいる。食事
しょくじ

中
ちゅう

は、

開錠
かいじょう

している。

9

イレギュラーな日課
にっか

等
など

により、不
ふ

調
ちょう

になることがあった。「経験
けいけん

を

積
つ

む」「嫌
いや

な気持
きも

ちを共有
きょうゆう

する」

「日常的
にちじょうてき

に職員
しょくいん

と関
かか

わる」等
など

に

よって、気持
きも

ちの安定
あんてい

を図
はか

る取組
とりく

みを、継続
けいぞく

していく。

昼食
ちゅうしょく

を含
ふく

めて、活動時間
かつどうじかん

は、他
た

利
りよ

用者
うしゃ

と活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、帰寮
きりょう

しな

い取組
とりく

みを継続
けいぞく

中
ちゅう

である。他利用
たりようしゃ

者と同室
どうしつ

で活動
かつどう

することで、他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習得
しゅうとく

出来
でき

る

よう、寮内居室外
りょうないきょしつがい

で過
す

ごす時間
じかん

を

設
もう

けている。

この期間
きかん

、居室施錠
きょしつせじょう

は実施
じっし

しな

かった。

昼食
ちゅうしょく

を含
ふく

めて、活動時間
かつどうじかん

は、他
た

利
りよ

用者
うしゃ

と活動室
かつどうしつ

で過
す

ごし、帰寮
きりょう

しな

い取組
とりく

みを継続
けいぞく

中
ちゅう

である。他利用
たりようしゃ

者と同室
どうしつ

で活動
かつどう

することで、他者
たしゃ

との良好
りょうこう

な関
かか

わり方
かた

を習得
しゅうとく

出来
でき

る

よう、寮内居室外
りょうないきょしつがい

で過
す

ごす時間
じかん

を

設
もう

けている。

10

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

11

取組
とりくみ

状況
じょうきょう



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

B

拘束
こうそく

時間
じかん

D D E E E D C C D C D D D A E D C C D E D D C C C C A A D D

一時的
いちじてき

に活動
かつどう

性
せい

が高
たか

くなり、対応
たいおう

が困難
こんなん

な時
とき

は、施錠
せじょう

や、職員
しょくいん

2名
めい

で

対応
たいおう

している。

居室
きょしつ

で過
す

ごせず、都度
つど

、職員
しょくいん

が対
たい

応
おう

している。一時的
いちじてき

に活動
かつどう

性
せい

が高
たか

くなり、対応
たいおう

が困難
こんなん

な時
とき

は、施錠
せじょう

をしたり、職員
しょくいん

2名
めい

で対応
たいおう

してい

る。

21日
にち

、退院
たいいん

した。19時
じ

に、居室
きょしつ

へ

戻
もど

った後
あと

、出
で

入
い

り口
ぐち

まで移動
いどう

した

ので、19:50まで施錠
せじょう

した。

一時的
いちじてき

に活動性
かつどうせい

が高
たか

くなり、対応
たいおう

が困難
こんなん

な時
とき

は、

施錠
せじょう

をしたり、職員
しょくいん

2名
めい

で対応
たいおう

している。

施錠
せじょう

していない。入院中
にゅういんちゅう

だった。

居室
きょしつ

で過
す

ごせず、都度
つど

、職員
しょくいん

が対
たい

応
おう

している。一時的
いちじてき

に活動
かつどう

性
せい

が高
たか

くなり、対応
たいおう

困難
こんなん

な時
とき

は、施錠
せじょう

を

したり、職員
しょくいん

2名
めい

で対応
たいおう

している。

入院中
にゅういんちゅう

だった。
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取組
とりくみ

状況
じょうきょう

12

取組
とりくみ

状況
じょうきょう



No. 実施
じっし

日
ひ

１日
にち

２日
にち

３日
にち

４日
にち

５日
にち

６日
にち

７日
にち

８日
にち

９日
にち

10日
にち

11日
にち

12日
にち

13日
にち

14日
にち

15日
にち

16日
にち

17日
にち

18日
にち

19日
にち

20日
にち

21日
にち

22日
にち

23日
にち

24日
にち

25日
にち

26日
にち

27日
にち

28日
にち

29日
にち

30日
にち

31日
にち

拘束
こうそく

時間
じかん

D C C C C C C D C D C D D D C C C C C C C C C C C D D D D D

県立
けんりつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における身体
しんたい

拘束
こうそく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

（拘束
こうそく

種別
しゅべつ

毎
ごと

）

　拘束
こうそく

種別
しゅべつ

： やむを得
え

ず行
おこな

う、その他
た

身体
しんたい

拘束
こうそく

に当
あ

たる行為
こうい

（車
くるま

いすテーブル等
とう

）

　実
じつ

 施
し

 月
づき

：　令和
れいわ

４年
ねん

11月
がつ

の実施
じっし

状況
じょうきょう

　拘束時間
こうそくじかん

：未記入
みきにゅう

は未実施
みじっし

、A＝30分
ぷん

未満
みまん

、B＝30分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じかん

未満
みまん

、C＝１時間
じかん

以上
いじょう

４時間
じかん

未満
みまん

、D＝４時間
じかん

以上
いじょう

８時間
じかん

未満
みまん

、E＝８時間
じかん

以上
いじょう

24時間
じかん

未満
みまん

、F＝24時間
じかん

車椅子
くるまいす

に座
すわ

る際
さい

、臀部
でんぶ

を前方
ぜんぽう

にずらし、座位
ざい

が保
たも

てず、ずり落
お

ちそうになる。姿勢
しせい

によっては、カ

テーテルの閉塞
へいそく

や、抜管
ばっかん

につながる可能性
かのうせい

があ

る。職員
しょくいん

が見守
みまも

る中
なか

で解除
かいじょ

する時間
じかん

を作
つく

り、使用
しよう

の軽減
けいげん

を図
はか

る。

車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごす際
さい

、姿勢
しせい

を保持
ほじ

で

きず、座面
ざめん

からずり落
お

ちそうにな

る。転落
てんらく

や、カテーテルが引
ひ

っか

かることでの抜管
ばっかん

など、怪我
けが

につ

ながる可能性
かのうせい

がある。職員
しょくいん

が見守
みまも

りを行
おこな

い、安全
あんぜん

に配慮
はいりょ

しながら、

車
くるま

椅子
いす

ベルトを使
し

用
よう

せずに過
す

ごす

時間
じかん

を、拡大
かくだい

していく。

車
くるま

椅子
いす

使用
しよう

の際
さい

、臀部
でんぶ

を座面
ざめん

から

ずらして、座位
ざい

が保
たも

てなくなるこ

とがある。車
くるま

椅子
いす

からの落下
らっか

や、

それに伴
ともな

うカテーテルの抜管
ばっかん

な

ど、怪我
けが

につながる可能性
かのうせい

が高
たか

い。座位
ざい

が安全
あんぜん

に保
たも

てるよう、職
しょ

員
くいん

が見守
みまも

る中
なか

で、解除
かいじょ

に取
と

り組
く

む。

1

取組
とりくみ

状況
じょうきょう

車
くるま

椅子
いす

で過
す

ごす際
さい

、座面
ざめん

から臀部
でんぶ

をずらしたり、全身
ぜんしん

を跳
は

ね上
あ

げて

バウンドする動
うご

きがある。それに

より、転倒
てんとう

しそうになることや、

カテーテルが強
つよ

く引
ひ

っ張
ぱ

られるこ

とがある。職員
しょくいん

が見
み

守
まも

る中
なか

で、解
かい

除
じょ

を行
おこな

いながら、軽減
けいげん

に取
と

り組
く

む。


